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硝酸アンモニウム,有機塩基硝酸塩の鉄管試験

水 島 容 二 郎◆

荷酸アンモニタL.析酸原索,柵 グアニジン等9柾の職 ,および碑酸アンモニウムと
有機物との取合物につき爆発性を検討した｡飲料 100g程度を1吋銅管に発現し常温または加
熟して,6号fE気骨管 1本,この雷管とRDX 2g,この筋管とRDXIOgの何れで起静転換

するかな放し,飲料の燥発性を簸別故示した.

また畑発熱の計井伏と級別とがほぼ平行囚掛こあることをみた｡
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1. は しがき

硝酸アンモニウムは把科,化学工兼用原料として壌

めて広く使用されている｡この盤の常温での爆発危険

性tIについてはやや知られて来たが,高阻の場合はは

っきりしたデータがない｡この塩と有投物 との混合

敬,稚 尿来,耐酸〆ァニジン等の爆発危険性につい

ては断片的の圧せはあるが,比杖対照したデータはな

いようである｡

これらの物質の取扱保安のためには感度を知る要が

ある｡港税感庇伍暮)はよく利用されるが.飲料の虫が

50mg-100mgで甘通の取扱丑より極めて小さく,

荘捷感度任をそのまま保安の目安としてよいかには問

題がある｡摩繰感皮も飲料の丑に園しては同 じであ

る｡敢十g以上を鉄管に充填して起燦するかどうかを

故する鉄管拭験は.銑料の丘の点では好ましく,従来

より共用されているが.定虫的籍巣を得ることができ

ない｡しか引こ帝者が鰍 こ軽奏した鉄管釈放3)は定虫

的な勝央を得ることができる

今回この就故法で粒々の胡散藍につき系統的に央故

する税金を科たので報告する｡

2.束 験

2.1 方 法

常温での共助故は机* 31と同一であるから団のみを

Fig.1に示す｡桝報になかった高温の共助では所定の

鋼管の底部を蕗射し.仰面に 500W または IkW の

ニクtZム線を鮒 けて内容物を加熟した｡銅管の内面

は演のため鴇色だが,この店が爆発にどのように輝

するかは明らかでない｡この点が内容物を新色させる

ことはなかった｡湘iRm CA熱価対の枚正は行なっ

ていない｡もしJISC1602()960)に準拠したもの
可榔 8J)26fl史皿
+血涙工虫相 好7年 神 川A平壌辞薪Cr8S

yoI.33.Ne.I.1m

であると士rCの臥差があり帝る｡尭示は 50までに

止めた｡
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いる可能t如 ･あるが,これは無祝した.常iuの とき

FLglのJ:うにRl))こは飲料上面に屑となっており,

溶散のときl綿モ/dとなっている｡この形の史が鑑頒力

に彫蟹しているTLl柁性があるが,これも無yLした｡

雷管通池筏は榊狩の状態を観HgPE_如し,鎖鎖してお

ればビット内を振穿EL削 Tを集れ 佃崇と火ききをiPl

起した｡

2 2 は 料

硝酸Tノそこウ山土旺友化学刻工荘川のもので,E･1

化防止剤を含ま-rと称する粒状物 (l-≡mmo)であ

る｡カールフィグy十一法で水分をH:瓜するに 01-

03% であった｡ へNFO 煉雛原料のブリル型ではな

い｡
ジシア/ゾアミドは日本カーバイ ドBlエ茶mのか世

い｡ql頼グアニジンは三Fnケミカルさl工業川の粉末で

ある｡

柵佃床hLri漬硝酸と尿楽tr･当漁に瀧じ,Ti;せん上で

涙柑し.JrrHlさせて杓た細い払1Tlである｡硝椴ヒドラ
ゾンは-叔水化L;ドラジンと爪駿を竺【鼠に7%じ.i較正

濃縮し.この液を大塩のメタノールに投入し併出した

鮮血を五7*化佑上で乾捜した掛 ､#-仏である｡カール

フイシャ一法で水分をiE点し0)3%であった｡硝酸t:I

リジンは漁網俊よりほぼ上とF7)鰍こして得たものであ

ら.硝赦メチルγミンは一概メJルアミノと渡硝酸よ

り珊憶ヒドラジンと同級にして7'lたものである｡ただ

アルコールはt即日しない｡何れの試料もシリカゲJL･ま

たは五放化枯入Dのデソケークーに保存した｡

⊃ 実嬢 結 果

(歎 mmや)である｡鋸屑は脚水質不明で100oC転生 起爆綾の搬鞍を Tablelに示す｡この71r'-クを前報

乾旗で167%のd(L正治があった｡いわゆる米粉ではな の親別法 (I･g2)に従って分XrlL Ⅰ･lblC2に示す｡
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i I 14 1 書式料と爽与i法武村の純

皮は何れもinrI足してない.兼帯が合成したもq)につ

いては】-2回再紡.払Lてある｡ジンヤンジアミドの飲料は

Tyl述のようにか粒 で.常i且,80oCのJit合

主にそのまま使用したが,乳鉢で細粉にして輔僚ア/そこ

ウムとよく771合した 1例では鎚鳩になっている｡この労

相】は張切比friが増したためかも知れない｡好漁矧 こは常に

気泡が含まれていたoi,.lJiuになる粒著し

い.加科により内部エネルギーが増加け ると感度が大になり拘るが

.災池q)存在も感度を大にする原因である｡本炎験で絹

た等級の柿掛 まUpandT)m印 紙4'による

精度よりも当然悪い｡それにもかかわらず加料による感

度の増大は TablC2によく栽われている.rublC

2にはラ級と6親の例は襲われていない｡Tm報にも

なかった｡5級6練を制定したのが無意味であった

のか,偶然5軌 6級に相当する試料がなかったのか.不明であるが,これは

今綾の解明にまらたいoJ 2 文献のデ-タ本来奴と全くrFTilじ鉄管試験によるデータは当

然文献にないが.関iS

あるデータを兆めたo(a) 硝酸アンモニウムUrbanSkl5'によると寂糾し 2600-280ccに加熱す ると爆発す

るO浴蔽物をCLL･冷すると多孔貨となり鋭感となる｡b心 l(Bundesal15talt

l1)rMalerla)pTufurlg)に

よると工業用硝較アンモニウムの常温鉄管妖験 では, L

吋銅符8号雷管蛙札 2吋腐管 50gRDX任用で,何れも部分嬢 であっ

た｡≠F･ltSl｡ne7'外は浴撤fFl酸アンモニウムが畑逢し寸liると述べてい

るoこれは本実験の結

北とよく一散している｡(b)硝椴グアニジンBÂ 18)にtる

と8号Iii'管で部分賂 RT)Ⅹ50gで完頒するoU

rbanSk19)は起爆縄 としている｡本実験では部分煙は容易に起しjI与るが,完全な伝楓

土田好なことを示しているo(C)硝酸尿素Urtパ】nSkl̀0)は8号雷管で起爆用

薄としているが,木実

験では容gJであったQ(a) 硝酸ヒドラジノUrba]15

kl】1)に上るとテトリル程度の感度である｡Suelbacher■2'

によるとトラウツル釦堵釈放で完畑している｡木実験の結果では1解で一般媒薬と

同じ等級に属する｡(a) 硝酸メチルアミンUrbanskl

▲り によると8P7欝管で部分催し.ブースター任用



をホしている｡ アニジンは睡ゆて棚 LjIいので津別パラフィンとf!主

▲ 3 ▲一力学性X じで軸&'した｡滴定岨上り生成熱を耕山し.さらにこ

本2Lt故の各班料をl-2火とり漁研式黙庶計で補任- の虻上J)煤実況姓,爆発黙.卦化学的畑罪Er･力を井川

他軒下の肢位熱をdIJi:した｡これらのP(ylの内)附ま した｡叩衛反応 (水11ス反Ji-)を考え.漣次ぜん近u.

文献に見出ナことができなかったものである.荊*〆 で針弁Lr=…. これらの位をTnL))t･)に示す. この
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は常温の決河についてのものである｡加熱した駄科について検討ナろためには

比熱,伝件か.息解熱を知る必顎がある｡約 7ンモニウムの



T&bl= Increaseoltntcrn.LIEncrglC9､ I

L､cmpcTalurCRL5CFLgureSrLrCglVCn

■nkcLTIJPCT一oogr､

Tablc2rrlの煤発の岸あを表わす等級と InblC3の強発熱,頒発温度,爆発圧力とのBil係をグラフr

=するに,筏の2EEZ子については明らか/L関係が狂められ/J:かった｡媒発現との関係を Flt:3に示ナ｡加熱耽fl

2つ 5 67D
EGREEOF SENSITrVJTYFlg 3 Degree oEsenSLt】1,Lt) 3ヽ Cakula

tcdheaLOfcxp】oslO

nの淋発熱は常ia駄科の執発執 こ lt.lL)le'の

勲合点を加えたものとしてに記入した｡あらかじめは

罪鋭 (反応斡)を知れば.この図により爆発生起の軽

易をほぼ知ることができるaこの国で同じ系列の駄科(

硝倣 7/モ二クムとジンアン

ジアミドの混合物,硝轍アンモニウムと舛FfTのflも食物

)については比較的まとまっているが｡全駅料につい

ては相当広範既に広がっていろ｡この範Mを映くチ,3

ためには煤発熱以外の因子例えば裟gt比jh,枇腔を考慮に入

れる要があろう.針弁頒発熱が負である硝酸t:'リ
ジンが7歳でIJ;く.4掛 こ属し,爆

発反応の生起を蕗かながら示しているのは,起旗用のブースターのエネルギ-がjlの錘発熱を姉な

うので一軒のBrt科が反応しているとT,えて よい｡上に煉発熱と爆発の軽易の開陳
を述べ/=が,エネルギー卯保を援念的に Flg ヰに示す｡ tlnerg〉 ≡(b)
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雌兜Lやナさは起爆の難易と伝畑の産みの洪ガで決まるが,nll者は諮仕化エネルギーdLLIClに関節する｡

AEaclは燥発熱Qと直接の1期係は

ないから,庖畑の難易と畑発熱とは直ちには結び付かない

｡こJl.が t■ltl2において飢Fu;のまとま

りが良くない凋的 の-であら).F■t;2は現在有用な突放データで

あるが,d払elを知ることができれば.媒発危険

性を上り遠祖に-Tr出し解るので,今後はこの研究が訊まし

い.またLi.範囲のIE険的 (硝酸アンニクム以外 の功俄

払 出棄倍速,過i生誕酸 温 通庸

の盤)について本状斡法によるデータを継杭していくことが保安
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